
わ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
習
慣

　

か
つ
て
、
全
国
学
力
テ

ス
ト
と
同
時
に
実
施
さ
れ

た
生
活
習
慣
の
調
査
で
、

和
歌
山
県
の
子
ど
も
は
他

県
と
比
べ
、
朝
食
の
欠
食

割
合
が
高
か
っ
た
り
、
ス

マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
時

間
が
長
か
っ
た
り
、
通
塾

率
が
高
い
反
面
、
家
庭
で

の
学
習
時
間
が
短
か
っ
た

り
と
い
っ
た
結
果
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
朝

食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
あ

る
児
童
・
生
徒
の
割
合
は

前
回
調
査
よ
り
も
増
加
し

て
お
り
、
経
済
的
に
厳
し

い
世
帯
の
子
ど
も
ほ
ど
そ

の
傾
向
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
の
所
有
率
は

前
回
よ
り
も
大
幅
に
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
経
済

状
況
に
よ
る
所
有
率
の
差

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
方
で
、
ゲ
ー
ム
や

メ
ー
ル
な
ど
の
利
用
時
間

は
や
は
り
高
く
、
こ
ち
ら

は
経
済
的
に
厳
し
い
世
帯

ほ
ど
長
時
間
に
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
就
労
状
況

　

世
帯
所
得
と
保
護
者
の

就
労
状
況
の
相
関
を
み
ま

す
と
、
経
済
的
に
厳
し
い

世
帯
の
保
護
者
ほ
ど
非
正

規
雇
用
が
多
い
傾
向
が
あ

る
も
の
の
、
前
回
調
査
と

比
較
し
ま
す
と
、
全
般
に

正
規
雇
用
の
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
貧
困
率
の

改
善
は
こ
の
あ
た
り
も
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
、
専
業
主
婦
世
帯
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ま
し
た
。

世
帯
所
得
と
子
ど
も
の

生
活
の
関
係

　

当
事
者
調
査
で
は
、
児

童
・
生
徒
の
学
習
習
慣
や

生
活
習
慣
を
調
査
し
、
世

帯
所
得
と
の
関
係
を
ク
ロ

ス
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
で
は
、
経
済

的
に
厳
し
い
世
帯
の
子
ど

も
ほ
ど
学
校
の
宿
題
を
済

ま
せ
る
割
合
が
低
い
こ

と
、
大
学
等
へ
の
進
学
意

欲
が
低
い
こ
と
な
ど
、
学

習
面
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
生
活
習
慣
が
十
分
に

確
立
で
き
て
い
な
い
割
合

が
高
く
、
そ
れ
が
授
業
の

理
解
度
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
支
援

す
る
支
援
者
側
の
視
点
と

し
て
、
経
済
的
に
厳
し
い

世
帯
の
子
ど
も
に
は
生
活

習
慣
に
課
題
が
あ
っ
た

り
、
自
己
肯
定
感
や
自
尊

感
情
が
低
か
っ
た
り
と
い

う
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
ほ
か
、
必
要
な
支
援

が
届
き
に
く
い
ケ
ー
ス
も

子
ど
も
の
貧
困
率
は

や
や
改
善
す
る
も

　

こ
の
調
査
は
「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
や
「
こ
ど
も

基
本
法
」
な
ど
の
施
行
を

受
け
、
和
歌
山
県
に
お
け

る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
。

　

児
童
・
生
徒
と
保
護
者

対
象
の
当
事
者
調
査
は
約

１
万
５
千
件
、
支
援
機
関

を
対
象
と
し
た
支
援
者
調

査
は
約
2
千
８
０
０
件
が

対
象
と
な
り
、
ど
ち
ら
も

約
60
％
の
有
効
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
前
提
と
な
る
和
歌

山
県
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
10
・
７
％
と
な
り
、
前

回
調
査
よ
り
０
・
９
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
一

方
、
生
活
必
需
品
の
購
入

が
困
難
だ
っ
た
経
験
が
あ

る
な
ど
、
経
済
的
に
困
難

な
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
が

あ
る
世
帯
を
「
経
済
的
困

難
世
帯
」
と
定
義
し
、
そ

の
割
合
を
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
18
・
０
％
と
な
り
、

こ
ち
ら
は
前
回
調
査
よ
り

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

和歌山県「子供の生活実態調査」からみえるもの
　和歌山県は、昨年度に 5 年ぶりに実施した「子供の生活実態調査」の報告書を公表しました。県内の小学 5 年生の児童とその保護者、中学 2 年生の
生徒とその保護者を対象とした当事者向け調査と、学校や幼稚園・保育園・こども園、市町村の担当部局、学童保育、社会福祉協議会、子ども食堂な
どに取り組む団体など子どもを支援する立場にある団体・組織を対象にした支援者調査の 2つからみえたこととは。

★ 子どもの相対的貧困率　10.7%（前回比 0.9pt 改善）
★ 経済的困難世帯　　　　18.0％（前回比 0.6pt 悪化）
★ 経済的に厳しい世帯ほど、大学等への進学意欲、
宿題の履行率、基本的な生活習慣等にマイナスの影響
★ 生活習慣が整っている、学校以外に学習できる場
がある、文化的な活動を多く経験している、自尊感情
が高い、などの子どもは授業の理解度が高い
★ 家族以外の大人と積極的に関わる子どもは自尊感
情が高い
★ 地域でご飯を食べられる場所や他の大人と関わる
ことができる居場所などを利用していると生活に楽し
みがあると前向き
★ 母親の就労世帯がさらに増加

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
支
援
先
に
「
保
護

者
か
ら
放
任
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
」
が
約
７

割
、「
保
護
者
が
家
庭
を

顧
み
て
い
な
い
」、「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
相
当
す
る

子
ど
も
が
い
る
」
が
そ
れ

ぞ
れ
約
６
割
と
、
厳
し
い

生
活
環
境
に
い
る
子
ど
も

も
い
る
よ
う
で
す
。

周
囲
の
環
境
と

学
習
・
生
活
の
関
係

　

当
事
者
調
査
の
分
析
の

結
果
、
学
校
の
授
業
が
よ

く
わ
か
る
と
回
答
し
た
割

合
が
高
い
児
童
・
生
徒
に

は
、①
自
宅
以
外
に
学
習

が
で
き
る
場
所
や
大
学
生

や
地
域
住
民
が
勉
強
を
教

え
て
く
れ
る
よ
う
な
場
所

が
あ
る
、②
文
化
的
な
活

動
を
多
く
経
験
し
て
い

る
、③
自
尊
感
情
が
高
い
、

な
ど
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
同
世
代
や
地
域
の

人
と
関
わ
れ
る
居
場
所
を

利
用
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
に
は
友
だ
ち
や
気
軽
に

話
せ
る
大
人
が
多
い
こ

と
、
子
ど
も
食
堂
・
地
域

食
堂
や
何
で
も
相
談
で
き

る
居
場
所
を
利
用
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
に
は
生
活

の
な
か
で
楽
し
み
な
こ
と

が
増
え
た
と
回
答
し
て
い

る
割
合
が
高
い
こ
と
、
さ

ら
に
、
放
課
後
に
過
ご
せ

る
居
場
所
が
多
い
ほ
ど
自

尊
感
情
が
高
く
な
る
傾
向

が
あ
る
と
い
っ
た
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
学
校
以

外
の
居
場
所
が
あ
る
子
ど

も
は
、
学
習
習
慣
や
生
活

習
慣
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
考
え
る
こ

の
割
合
が
全
般
に
減
少
し

て
お
り
、
小
学
５
年
生
の

世
帯
で
12
・
９
％
（
前
回

比
５
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
）、

中
学
2
年
生
の
世
帯
で
は

10
・
６
％
（
同
４
・
５
ポ

イ
ン
ト
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
共
働
き
世
帯
が
一

層
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
、
子
ど
も
が
帰

宅
し
て
も
保
護
者
と
と
も

に
過
ご
す
時
間
が
総
じ
て

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
で
き
る
こ
と

　

就
労
や
賃
金
に
関
す
る

課
題
は
わ
た
し
た
ち
市
民

側
の
動
き
だ
け
で
は
解
決

が
困
難
で
す
。

　

一
方
、
調
査
で
は
学
校

外
に
学
習
や
食
事
、
相
談

な
ど
が
で
き
る
居
場
所
が

あ
る
こ
と
、
同
世
代
・
異

世
代
問
わ
ず
家
族
以
外
の

人
と
過
ご
す
時
間
が
あ
る

児
童
・
生
徒
は
学
習
習
慣

や
自
尊
感
情
な
ど
に
プ
ラ

ス
の
影
響
が
期
待
で
き
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
県
の
ま
と
め
で
は
、

県
内
に
子
ど
も
食
堂
が
今

年
3
月
末
現
在
71
箇
所
あ

り
、
引
き
続
き
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
に
開
か
れ
た
居
場

所
が
あ
り
、
か
つ
支
援
が

必
要
な
世
帯
に
対
し
て
必

要
な
支
援
が
届
く
仕
組
み

で
あ
れ
ば
市
民
側
の
動
き

で
構
築
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
共
働
き
世
帯
が

な
お
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
は
、
現
役
世
代
の
地
域

活
動
へ
の
参
加
が
極
め
て

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
裏
返
し
。
様
々
な
地
域

活
動
の
現
場
な
ど
で
は
さ

ら
に
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
志
場
久
起
）

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー PDF 版を掲載
中。スマートフォンからもご覧
いただけます。

和歌山県子供の生活実態調査
結果は和歌山県こども未来課のウェブサイトに
掲載されています。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040200/
kodomoseikatsu.html

みなさんの「地域を元気にする」活動を応援します！

和歌山ビッグ愛 9階にある和歌山県NPOサポートセンターは、県民のみなさまの公益的な活
動を総合的に応援する施設です。ご利用をお待ちしています！

和歌山県NPOサポートセンターをご利用ください

和歌山県内でNPO法人、NPO・ボランティア団体、公益社団・公益財団法人、

一般社団・財団法人などの組織形態で、公益性のある活動をおこなっている団体。

　※ ご相談や情報収集は個人・企業の方でもご利用いただけます。

▶ NPO法人の設立・運営（定款変更や事業報告、役員変更等）にまつわる実務
▶ NPO・ボランティア団体の運営実務
▶ 企業の社会貢献活動等のパートナーとしてのNPO法人等のマッチング など
※ ご相談は、窓口・メール・オンライン等で承っています。来所の場合はご予約ください。

ご 相 談

ご利用いただける団体
カラー印刷機、ポスタープリンタ、パソコンなどをご利用

いただけます（一部機器を除き、実費負担が必要です）。

各種事務機器

会議室を無料でご利用いただけます。

※ 会議室は和歌山県ジェンダー平等推進センター “りぃぶ

る”、和歌山県青少年活動センターとの共用で、申込み受付

と管理はジェンダー平等推進センターが担当しています。

会議室

当センターに届いたイベント情報や助成金等の活動支援情

報はブログ、メールマガジンで発信しています。

イベント情報 助成金等情報

メルマガ配信登録は
こちらから

情報ブログ・メールマガジン

▶ NPO・ボランティア団体のイベント情報の収集と発信
▶ 助成金をはじめとした各種支援情報の収集と発信
▶ 法律で定められたNPO法人の情報公開資料（事業報告書等）の閲覧・縦覧
▶ NPO等に関する書籍貸し出し等

情報収集・発信
和歌山県NPOサポートセンター
和歌山市手平 2-1-2　和歌山ビッグ愛 9階
受付時間 9:00 ～ 20:50（日曜は 17:30）
休館日：月曜・祝祭日・年末年始
TEL　073-435-5424　FAX　073-435-5425
E-mail　info@wakayama-npo.jp
わかやまNPO広場　https://www.wakayama-npo.jp/

◀カラー印刷機
ポスタープリンタ▶

どちらも利用団体登録が必要です。
なお、公益性のある取り組みに関
する印刷に限らせていただいてお
ります。

和歌山市NPO ・
ボランティア
推進協議会だより

こども落語ワークショップ特別編

日　程 7 月 13 日（土）

 13:30 ～ 15:00

場　所 和歌山県立図書館

 文化情報センター

 ふれあいルーム

講　師 笑福亭呂好師さん

内　容 落語の所作、小話、 

 太鼓などを学びま

 す

対　象 小、中学生とその

 保護者

定　員 20 人・申込必要

参加費 500 円（資料代）

主　催 わかやま楽落会

 090-9864-1344

 katoku0716@out

 look.jp

同協議会に参加している団

体のイベント情報を不定期

にお届けしています。

調査結果の主なポイント


